
安
全
な
血
液
の
安
定
確
保
の
た
め
、

献
血
に
協
力
く
だ
さ
い

献
血
は
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

病
気
の
治
療
や
手
術
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
人
に
、
健
康
な
人
の
血
液

を
提
供
す
る
こ
と
で
、命
を
つ
な
ぐ
献
血
。

国
内
で
は
、
１
日
当
た
り
約
３
千
人
が
輸

血
を
受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

血
液
は
、
人
工
的
に
造
る
こ
と
や
長
期

保
存
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
日
本

赤
十
字
社
が
中
心
と
な
っ
て
、
血
液
提
供

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
も
言
え
る「
献
血
」

を
皆
さ
ん
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
へ
の
呼
び
か
け

年
々
献
血
を
す
る
人
が
減
少
し
て
い

て
、
特
に
４
０
０
㍉
㍑
の
献
血
者
は
令
和

４
年
か
ら
減
少
し
て
い
ま
す
。
早
い
段
階

か
ら
献
血
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
若
い
世
代
へ
の
普
及
啓
発
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

献
血
に
協
力
く
だ
さ
い

献
血
は
、常
設
会
場
の
献
血
ル
ー
ム（
カ

リ
ー
ノ
宮
崎
・
宮
崎

市
橘
通
東
四
丁
目
8

1
）の
ほ
か
、
県
内

を
巡
回
す
る
献
血
バ

ス
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
協
力
く
だ

さ
い
。

◉
献
血
バ
ス
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

日
時
や
会
場
な
ど
は
、

宮
崎
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
く
だ
さ
い
。

宮
崎
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
５

50

１
８
０
０

７
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間

◎
問
い
合
わ
せ

日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　
都
城
市
地
区
事
務
局（
福
祉
課
内
）
☎
36

８
７
１
１

5,000

5,200

5,400

R4 R7

5,392

5,197

市内の400mL
献血者推移（人）

保
護
司
と
は

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り

を
地
域
で
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

主
に
次
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

•

面
接
や
訪
問
を
通
じ
て
見
守
っ
た
り
、

相
談
に
応
じ
て
助
言
を
行
っ
た
り
す

る
保
護
観
察
な
ど

•

刑
務
所
や
少
年
院
に
収
容
中
の
人
が
、

退
所
後
ス
ム
ー
ズ
に
社
会
復
帰
す
る

た
め
の
環
境
整
備
や
、
犯
罪
防
止
の

た
め
の
啓
発
活
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

保
護
司
の
犯
罪
予
防
啓
発
活
動
の
一

つ
で
あ
る
本
運
動
。
全
て
の
国
民
が
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
ら

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。
立
ち
直
り
を
支

え
る
家
庭
や
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
一

人
一
人
が
考
え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
、
毎

年
７
月
を
強
化
月
間
に
定
め
、
普
及
啓

発
に
努
め
て
い
ま
す
。

保
護
司
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

社
会
復
帰
を
支
え
る
地
域
の
力

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
社
会
復
帰
を
支
え
る
保
護
司
。
国
の
委
嘱
を
受
け
、
全
国

で
４
万
６
千
人
、
都
城
地
区
で
は
86
人
が
立
ち
直
り
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ

福
祉
課

☎
36
８
７
１
１

定年退職後に保護司の活動を始め
ました。近年は若者の薬物使用や特
殊詐欺などの犯罪も増えていて、居
場所づくりを支え、再犯を防ぐとい
う保護司が担う役割の大切さを改め
て感じています。
保護司も高齢化が課題で、新たな
担い手が求められています。更生支
援と聞くと難しく思うかもしれませ
んが、大切なのは相手の話をよく聞
いて、寄り添い、見守ることだと思っ
ています。活動に関心がある人は問
い合わせください。
都城地区保護司会　☎36-5105

福重 ひとみさん

都城地区保護司会
保護司

寄り添い、見守り
社会復帰を支える

「
色
」を
テ
ー
マ
に
、
都
城
島
津
家
伝
来

の
甲
冑
・
武
具
類
や
調
度
類
を
通
し
て
、

各
時
代
の
社
会
情
勢
、
絵
師
・
職
人
の
置

か
れ
た
職
制
構
造
な
ど
の
歴
史
を
た
ど
る

中
で
、
武
士
た
ち
が
色
彩
に
込
め
た
意
味

と
役
割
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

色
を
纏ま

と

う

武
士
の
伝
統
的
な
戦
闘
服
で
あ
る
大
鎧よ

ろ
い

が
成
立
し
た
の
は
、
平
安
時
代
の
頃
で

す
。
装
具
に
は
草
花
な
ど
の
意
匠
を
か
た

ど
り
、
色
鮮
や
か
な
威お

ど
し

が
施
さ
れ
た
作
例

が
残
っ
て
い
ま
す
。
武
士
に
と
っ
て
、
甲

冑
の
意
匠
は
ひ
と
き
わ
重
要
視
さ
れ
、
用

い
ら
れ
る
素
材
・
機
能
に
応
じ
て
色
彩
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
選
ば
れ
た
色
に

対
し
、
武
士
た
ち
は
戦
勝
や
武
勇
の
象
徴

と
し
て
の
役
割
を
見
出
し
た
の
で
す
。

色
を
飾
る

鎌
倉
時
代
に
武
士
が
台
頭
す
る
と
、
従

来
の
公
家
文
化
を
基
に
武
士
の
質
実
剛
健

な
気
風
に
合
わ
せ
た
武
家
文
化
が
生
ま

れ
、発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。武
士
に
と
っ

て
文
化
と
は
単
な
る
心
の
安
ら
ぎ
で
は
な

く
、
時
に
は
政
治
的
な
交
渉
と
い
っ
た
重

要
な
場
面
で
必
要
と
な
る
教
養
で
も
あ
っ

た
の
で
す
。

習
得
し
た
文
化
的
教
養
や
美
し
い
色
彩

の
工
芸
品
類
は
、
戦

乱
の
時
代
を
経
た

江
戸
時
代
に
お
い

て
も
、
幕
府
の
役
人

や
藩
主
と
の
関
係

構
築
に
大
い
に
活

用
さ
れ
ま
し
た
。

イロ
イロ
〜
色
彩
に
見
る
都
城
の
歴
史
〜

都
城
島
津
伝
承
館

企
画
展

◉
会
期

７
月
11
日
㈯
〜
９
月
27
日
㈰

※
月
曜
日
は
休
館（
祝
日
の
場
合
は
そ
の

翌
日
）

◉
開
館
時
間

９
時
〜
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

◉
観
覧
料

一
般
２
２
０
円（
１
６
０
円
）

大
学
生
・
高
校
生
１
６
０
円（
１
１
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※（

）
内
は
20
人
以
上
の
団

体
料
金
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

【修復後初展示】宮崎県指定文化財「芦
ろ

雁
がん

図屏風」（左隻）　宮崎県指定文化財「四季花束図小
こ

襖
ぶすま

」

宮崎県指定文化財「玄
げん

武
ぶ

蒔
まき

絵
え

鞍
くら

鐙
あぶみ

」

◉
日
時

８
月
８
日
㈯
13
時
30
分
〜

◉
会
場

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◉
定
員

70
人

◉
講
師

西
岡
甲
房

甲
冑
師

西
岡
文
夫
さ
ん

（
文
化
庁
選
定
保
存
技
術「
甲
冑
修
理
」保
持
者
）

７
月
10
日
㈮
か
ら

予
約
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

電
話
で
都
城
島
津
邸

企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

講
演
会「
甲
冑
に
お
け
る
色
と
意
匠
」

◎
問
い
合
わ
せ

都
城
島
津
邸

☎
23
２
１
１
６

企
画
展
の
概
要

「白
しろ

紫
むらさき

糸
いと

段
だん

威
おどし

大
おお

鎧
よろい

」
（個人蔵、都城島津邸寄託）
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